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現代ウクライナ語における属格の対象的用法 
―イワーン・ネチューイ＝レヴィーツィケィイの作品を基に― 
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（イワーン・フランコー記念リヴィウ国立大学） 
 
 
ウクライナ語の属格の中心的な用法は、対象の表示である（Караман他 2011: 192）。そ
の種類には、常に属格を支配する動詞の対象に加え、以下のものがある。 
1. 否定属格（родовий заперечення）: не помітив іронії, не привітав друга 
2. 部分属格（родовий частинний）: купив меду, приніс солі, набери води 
1 は、対格によって表される目的語を支配する肯定形の動詞が否定され、その目的語の
対格が属格になる用法である1。2 は、対象に向けられた作用の影響の及ぶ範囲が対象全体
ではなくその一部に留まっており、その対象が量的には限定されないか部分的に限定され
たときに、対格ではなく属格を用いる用法である。目的語の名詞には物質名詞が多い。1、
2 とも直接目的語とみなすのが普通であり、本報告でもその考えを採用する。 
 しかし、多くの研究者も指摘しているのだが、目的語の表すモノを一部として捉えるか
全体として捉えるかはひとえに話者の解釈に依存している場合も多く、線引きは困難であ
る。また、писати (читати) листа（手紙を書く／読む）、пришити ґудзика（ボタンを縫い付
ける）のような量的に限定されていないとは言えない属格の目的語も見受けられる。アン
トネーンコ＝ダヴィドーヴィチは 1970 年に出版した著書『我々はいかに話すか』（«Як ми 
говоримо»）でこの事例を取り上げ、属格の方が話しことばの伝統に沿った用法であると
指摘しながら、ウクライナ語の感覚のない話者を悩ませる用法であるという感想を残して
いる（Антоненко-Давидович 1970: 22）。 
 通時的に見ると、バルト・スラヴ語派の言語に現れる部分属格と否定属格は対格に替わ
る過程を辿ってきた（Pirnat 2015）。ウクライナ語でも属格の使用が減って対格に置き換わ
ってきている。これに関しては、内面的なプロセスもあるが、それと同時にロシア語から
の外的な影響も指摘される。 
本稿では関連する先行研究の知見に言及しながら、19 世紀後半の文学作品における動
詞に支配される直接目的語の属格を分析し、属格の対象的用法の解釈を試みる。分析に当
たり、動詞や目的語となる名詞の語彙的な性質だけではなく、動詞の形態論的な特徴、文
                                                        
1 主格も動詞が否定されると属格になるが、本稿では、意味的深層構造に対象が含まれる動詞・無
人称述語のみを分析対象とする。 
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中の要素も考慮に入れる。必要に応じて、属格との競合関係にある対格の事例も取り上げ
る。 
 文学作品としては、ロシア語の影響がないと考えてよい、話しことばに近い文体で書こ
うとした 19 世紀後半の代表的作家イワーン・ネチューイ＝レヴィーツィケィイ（Іван 
Нечуй-Левицький, 1838–1918）の以下の長編小説 2 篇（合計 15 万 7088 語）を選んだ。 
1. 『陰雲』（«Хмари», 1874 年） 
2. 『カイダーシュ一家』（«Кайдашева сім’я», 1879 年） 
ネチューイ＝レヴィーツィケィイは、今日のウクライナ中部、チェルカーセィ州の司祭
の家に生まれ、作家は農民の話すことばで書くことを目指すべきであるという考えを持っ
ていた。心理描写や高い表現力、ユーモアに加えて自然なことばという点でも高く評価さ
れている。 
属格が現れるケースを、①属格を常に支配する動詞・対象が想定できる動詞述語（55 頁
以降）、②属格も対格も取る動詞の場合。部分属格（60 頁以降）、③対格を支配する動詞が
否定される場合の格支配（否定属格）（68 頁以降）の 3 グループに分けて分析を行う。 
 
① 属格を常に支配する動詞・対象が想定できる動詞述語 
 
Jakobson（1936）は、ロシア語の属格には部分属格と否定属格以外に以下の意味がある
と述べる。 
1) 範囲の属格 
достиг я власти 私は権力を得た、ногой касаясь пола 片足を床に触れながら 
2) 目標属格 
а он, безумный, ищет бури 無分別な彼は嵐を求めている、свобод хотели вы 自由を
あなたは欲した 
3) 分離属格 
бойся кары 罰を恐れよ 
ウクライナ語でも、これらの単語に相当する動詞は属格を要求する。しかし、意味の異
なるものもある。Антоненко-Давидович（1970）では、以下の動詞が挙げられている。 
1) уживати 使用する、（消費して）使う 
вживати горілки 
飲んだりする 火酒-属 
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2) вчити 教える、学ぶ、навчати 教える、вчитися、навчатися 学ぶ 
вчити сестер грамоти 
教える  姉妹-対  読み書き-属 
3) глядіти、пильнувати 見守る、世話する、（なくならない・ダメにならない等ように）
留守する、доглядати 見守る、世話する 
бабуся пильнує онуки 
祖母-主  見守る   孫-属 
4) завдавати （害を）被らせる 
завдавати сорому 
かかせる    恥-属 
5) заживати （使って）消費する、（良いことを）体験する 
хліба-солі заживати 
パンと塩-属  食べる 
6) запобігати （好意的なものを）得ようとする 
запобігати ласки у панів 
得ようとする 寵愛-属 ～に 大夫-属 
さらに、属格か対格（前置詞＋対格）という 2 通りの支配をする動詞もある。 
7) сподіватися 期待する 
属格 панночки сподіваємось ↔ 前置詞＋対格 сподівався дід на бабин обід 
   お嬢さん（の到着）-属 期待して待っている         期待していた  爺-主 ～へ 婆の 昼飯-対 
8) чекати 待つ 
属格 чекати цієї хвилини ↔ 前置詞＋対格 чекати на початок роботи 
      待つ   この 瞬間-属           待つ   ～へ 開始-対   仕事の 
9) ждати2 待つ、дожидати 待ちに待つ 
属格 ждати Гафійки ↔ 対格 ждати Гафійку 
待つ ハフィーイカ（人名）-属     待つ   ハフィーイカ（人名）-対 
Антоненко-Давидовичが挙げる属格支配の動詞には、目標、部分に属するものもあるが、
そうでないものもある（特に、見守る概念を表す глядіти、пильнувати、доглядати）。 
次に、ネチューイ＝レヴィーツィケィイの作品で用いられる属格支配動詞にはどういう
語があるかを見る。属格支配をする動詞は、『陰雲』では延べ 175 件、『カイダーシュ一家』
                                                        
2 Ждати に関して、Синявський（1931）は不活動体は属格、活動体は対格にも属格にもなると述べ
ている。 
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では 35 件あり、合計 210 件である。異なり語数は 50 である。それらの動詞は、属格が表
す対象によって 4 グループにまとめられる。 
 
I. 嫌悪感や内向する感情をもたらす対象 
 
 最も多いのは、主体の対象（人物）から離れたいという感情を表す動詞 боятися、
страхатися、жахатися（怖がる）、соромитися（恥ずかしがる）、цуратися（敬遠する）であ
る。いずれも再帰動詞である。 
(1) Під ґанок під’їжджала панія Висока, […] котрої так страхався Масюк. 
～へ 玄関  乗って近づいていた 様-主 ヴィソーカ-名.主 関係代名詞-属 そんなに 恐れていた マシューク-名.主 
マシュークが大変恐れていたヴィソーカさんの馬車が玄関へ近づいてくるところ
だった。 
 また、対象との接触・対象からの影響を中断したい経験者の気持ちを表す無人称述語
годі、буде（もうたくさんだ）もこのグループに分類できる。対象自体は嫌ではないこと
もあるが、それが続く時間を終わりにしたい気持ちを表す。 
(2) […] буде  з  нас  тієї кари. 
たくさんだ ～から 我々-属 この 罰-属 
我々が罰されるのはもうたくさんだ。 
 上記の動詞は分離属格とも解釈できる。しかし、以下に挙げる主体の情けが対象に向か
う無人称述語 шкода、жаль（〔人が〕かわいそうだ／〔モノが〕惜しい）は分離を表してい
るわけではない。対象が活動体の場合には誰かに対してかわいそうに思う気持ちを表す意
味を持ち、不活動体の場合には何かを失うのを惜しむ気持ちを表す。 
(3) Невідомо, чи йому було шкода Канта, чи грошей. 
不明だ     疑 彼-与 繋辞-過 惜しい カント-属  疑 金-属 
彼が惜しんだのはカントなのか、お金なのか、不明だ。 
 
II. 主体の望む・待つ・必要とする・追求する対象 
 
 主体が対象を欲する感情を表す動詞 бажати（願う）、хотіти（欲する）、схотітися（〔気ま
ぐれに〕欲する）と、無人称述語 треба、потрібно（必要だ、要る）が中心になる。 
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(4) — Але скажи ж мені,  чого   ти  од  мене хочеш? 
 でも 言う-命  強 私-与 関係代名詞-属  君-主 ～から 私-属 欲する？ 
僕にいったい何を求めているのか教えてくれ。 
 主体の気持ちが対象の出現・到来に向かう ждати（待つ）、дожидати(ся)（待ちに待つ）、
сподіватися（密かな期待を抱きながら待つ）もこのグループに分類した。 
(5) […] чого мені ждати  і  чого мені сподіватися? 
       何-属 私-与 待つこと そして 何-属 私-与 希望を抱くこと？ 
僕は何を待てばよいのか、どんなことが希望できるのでしょうか。 
 また、属格で表される対象を主体が欲し、さらに他の人物に対して働きかけを行う 3 項
動詞 просити（願う）、запобігати（〔好意的なものを〕得ようとする）、вивіряти (правди)
（〔本当かどうか〕確かめる）、розстаратися (грошей)（〔お金を〕努力して得る）もこのグ
ループに入っている。 
(6) […] ти  б  у мене попросив у всьому поради […] 
   あなた-主 仮 ～に 私-属 頼む-仮  ～に すべて-所 助言-属 
すべてのことにおいて私に相談してくれていたでしょうに……。 
 
III. 根本への依拠・服従・維持 
 
このグループには、根本的対象に対する依拠、服従、維持の意味を持つ動詞が入ってい
る。слухати（聴く、〔聴いて〕従う）、держатися（支えとする、固守する）、навчити（教
える）、вчити（勉強する、教える）、(на/ви)вчитися（勉強する、習う）、доказати (свого)（〔自
分の主張を〕通す）、йняти (віри)（信じる）がこのグループに入る。 
(7) Мотре! Коли ти наша,  то слухай матері […] 
モートリャ-名 条件 君-主 私たちの 結果 従う-命 母-属 
おい、モートリャ、うちの人間のつもりならお母さんの言うことを聞けよ。 
 
IV. 対象の一部が扱われる動作・状態 
 
 このグループの動詞が最も多く、以下の A～F のような下位分類ができる。 
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A. 動作が対象の一部に変化を生じさせる 
покуштувати、спробувати 味見する、тернути 急いで美味しそうに食べる  
(8) […] вона […] скривилась, неначе кислиці покуштувала. 
      彼女-主    顔を歪めた   のように 酸っぱいリンゴの実-属 味見した 
彼女は酸っぱいリンゴの実を味見したときのように、顔を歪めた。 
 
B. 動作がより長時間の概念を含む対象に重なる 
доживати (віку) （残りの人生を）生きる、застоювать (черги) （行列に並んで）し
ばらく待つ 
(9) Та там  у  млині так завізно, що […] мусив застоювать черги до самого вечора […] 
強 あそこ ～に 水車小屋-所 こんなに 混んでいる 関 ～しなければならなかった 待つこと 行列-属 ～まで 丁度 夜-属 
水車小屋は人が多くて、夜まで行列に並んで待たなければならなかったのだ。 
 
C. ある性質の持ち主が対象にそれを付与する／対象の持つ性質を強める／動作主が
大きなモノに何か加える 
надавати 付与する、додавати 付け加える、докладати 足す、підсипати 粉状のもの
を付け加える 
(10) […] а  в  душі було стільки завзяття, що надавало йому жвавості й охоти. 
  そして ～に 心-所 あった こんなに  熱烈さ-属   関係詞 つけていた 彼-与  活気-属  そして やる気-属 
彼の心にこもっていた情熱が、彼に活気とやる気を与えていた。 
 
D. 主体が対象の一部を中に入れていっぱいになる 
набратися/понабиратися ある量がたまる・集まる、напитися 思う存分飲む、
нахлептатися 【俗】思う存分飲む、наїстися お腹いっぱい食べる、начитатися 心行
くまで読む、наслухатися たくさん聞く 
接頭辞 наが付加されている完了体の再帰動詞という共通点がある。 
(11) Але вона молода і начитається,  й  набереться розуму  з  книжок. 
しかし 彼女-主 若い そして たくさん読み込む そして たくさん取り込む 知恵-属 ～から 本-属 
彼女はまだ若いけど、たくさん勉強して賢くなるでしょう。 
 
E. 経験者が、自分の外にある対象の一部を所有し、それが十分であると判断する 
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стати 足りる 
(12) Поганять  і  в мене стало б хисту, аби було кого. 
疾駆させること 強 ～で 私-属 足りる 仮 才能-属 条件 いた 誰か-対 
（私の配下に）誰かいれば、その人にあれこれ指示を出す能力は私だってあるよ。 
 
F. 対象が与えられる恵み、遭わされる災厄を表す 
使役的な意味のものと受け身的な意味のものがある。 
【使役的】завдати (жалю) （悲しい思いを）させる、дати (гарту, прочуханки) とっち
めてやる、ひどい目に遭わせる 
【受け身的】дотерпіти (лиха) （悲しみを）味わう 
(13) А то  я й  тобі дам такої ж прочуханки! 
でないと 私-主 お前-与 食わす 同様な 強 罰-属 
さもなくば、お前を同じようにとっちめてやろう。 
 また、ある存在（与え手）が対象を経験者に与える дати (здоров’ячка、апетиту)（〔健康
／食欲を〕与える）、продовжити (віку)（〔寿命を〕伸ばす）という動詞もある。与え手は
神である。 
(14) […] дай   їй   боже здоров’ячка […] 
    与える-命 彼女-与 神-呼 健康-属 
彼女が健康でいられるよう、お祈りします（神よ、彼女に健康をお与え下さい）。 
 
 以上からわかるように、属格を支配する動詞の意味には目標、分離、部分という意味の
他に、根本的対象を指すものも存在する。属格が部分を表す場合、対象は大きいモノの一
部として表現されているが、他の意味の場合では対象は主体より強力な存在であることが
多い。属格で表される対象に共通するのは、動作・行為が対象に変化を起こさせない、ま
たは対象の一部にのみ変化を起こさせるという点である。動作・行為でない場合には、主
体の内向的な感情を表し、対象が否定的に評価される場合には分離、肯定的に評価される
場合には接近（目標）の意味が生じる。 
 
② 属格も対格も取る動詞の場合。部分属格 
 
他動詞が属格を取りうる中心的で典型的なケースは、部分属格である。Синявський（1931）
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によれば、部分属格とは、対象の部分に影響がある行為、限定された時間に行われる行為
を指し示すものである3。属格は対格と競合関係にあり、属格のほうが古いという。さらに
格の選択によって、1) 意味に差が生じる場合、2) 文体論的な差が生じる場合、3) 明確な
差のない場合があると述べている。その例と使い分けの解釈を挙げよう。 
1) 格の選択によって意味に差が生じる 
属格 купити риби ↔ 対格 купити рибу（魚を買う） 
この場合、対格の使用が可能なのは、聞き手に対象が限定されたものとして知られてお
り、そのすべてが購入される場合だけである。 
2) 文体論的な差が生じる 
属格 позичив книжки ↔ 対格 позичив книжку（本を借りる） 
属格 погострив сокири ↔ 対格 погострив сокиру（斧を研ぐ） 
 借りるのは一時、研ぐのも時間が限定されており、動詞の語彙的な意味に部分の概念が
入っている。この場合には属格のほうが響きが古めかしく、文体論的な差が生じる。 
3) 明確な差が見受けられない 
Шукав долі. (Т. Шевченко4) ↔ Благослови шукать долю. (Т. Шевченко) 
探し求めていた 運命-属        祝福する-命   探すこと  運命-対 
Пісень співають. (П. Куліш) ↔ Пісню заспівав. (П. Куліш) 
歌-属.複  歌っている         歌-対.単 歌い始めた 
[...] прав своїх боронять [...] (Л. Українка) ↔ Предки наші славні боронили волю. (П. Куліш)  
   権利-属 自分の 守っている           祖先-主 我々の 輝かしい 守っていた 自由-対 
差が感じられない事例に挙がっているものを見ると、部分属格に当てはまらない動詞で
あることは明らかである。前節で見た目標、根本を表す属格の支配する動詞と似た意味で
あるが、Синявський（1931）の書かれた 20 世紀前半の時点ですでに属格と対格が混同さ
れていたことが窺われる。ネチューイ＝レヴィーツィケィイの作品では上記 3 つの動詞の
                                                        
3 「属格は、或いは対象物・事柄・対象一般の部分性、すなわち行為の及ぶのがその名詞とともに
我々に想起される当該概念の一部分であることを示すか、或いはまたその行為自体の部分性、すな
わち行為の行われるのが一定の限られた時間内であることを示すのである。」（«Це родовий, що 
показує або частинність предмета, речі, взагалі об’єкта, тобто показує, що дія переходить на частину 
тієї уяви, що повстає в нас із тим іменником, або частинність самої дії, тобто що дія відбувається з 
певним обмеженням часу» (Синявський 1941: 166)）。 
4 例に上がっているのはすべて、19–20 世紀ウクライナ文学の主要な詩人・作家の文である。 
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うち шукати、співатиが見られたが、属格のほうが多く用いられている。 
ネチューイ＝レヴィーツィケィイの作品で属格も対格も取る動詞は、『陰雲』では延べ
205 件、『カイダーシュ一家』では 126 件で、合計 331 件である。異なり語数は 122 であ
る。以下、その動詞にどういう意味のものがあるか、対格使用と属格使用に見られる差異
を中心に考察する。 
動詞および目的語の名詞の語彙的な性質を基にすると、属格の意味は「追求」、「根本」、
「部分」の 3 つに大別できる。また、動詞の性質による要因も否定できないが、目的語の
名詞の形態論的な特徴（-а/-я格変化の不活動体男性名詞）の方が属格の使用に影響する大
きなグループを成している。 
 
I. 追求 
 
目標を手に入れるために行う行為を指す動詞 шукати/пошукати（探す）、назнавати（〔モ
ノの存在について〕調べる）、напитувати（人に聞くことによってほしいモノを探す）が入
っている。時間が限定された пошукати 以外は未完了体の動詞で、対となる完了体動詞
знайти、назнати、напитатиは対格を要求する。 
ネチューイ＝レヴィーツィケィイの作品では、対格より属格の方が多く用いられる。 
шукати/пошукати（探す）では、語尾で格を特定できる名詞・代名詞の例は 25 件である。
そのうち、属格は 22 件で、属格名詞には具体名詞（стілець〔いす〕、церква〔教会〕）、抽
象名詞（причина〔理由〕、робота〔仕事〕）、固有名詞（Мелашка）がある。 
(15) […] попроси, щоб її  погнали  в  Київ  шукать Мелашки. 
  頼む-命   目的 彼女-対 行かせる ～に キエフ-対 探すこと メラーシュカ-名.属 
メラーシュカを探しに彼女をキエフへ行かせるよう頼んでおいて。 
назнавати（〔モノの存在について〕調べる）、напитувати（人に聞くことによってほしい
モノを探す）では、6 件あるうち 5 件で属格が用いられる。 
(16) Радюк     мусив      напитувать  собі  місця  в губернській канцелярії. 
ラデューク-名.主 しなければならなかった 聞いて探すこと 自分-与 勤め先-属 ～で 県の     事務所-所 
ラデュークは県の事務所に勤め先があるかどうか聞いて探さねばならなかった。 
対格の出現に影響があるのは、動詞に対する目的語の先行（例 17）と、完了体動詞、若
しくは目的語を修飾する単語との共起（例 18）であると考えられる（対格出現と関係があ
ると思われる文中の要素を波線で示す）。 
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(17) Що ж тепер нам робити? Де Мелашку шукати? 
何  強 今   我々-与 すること？ どこ メラーシュカ-対 探すこと？ 
今いったい我々はどうすればいい？ メラーシュカをどこで探せばいい？ 
(18) […] побіжу по місті напитувать та  назнавати   квартиру для себе […] 
       走る  ～に 町-所  聞いて探すこと そして あるかどうか調べること 貸家-対 ～ため 自分-属 
町中を走り回って、貸家があるかどうか聞いて探してくるよ。 
しかし、属格の事例にも目的語の先行や修飾語、完了体動詞との共起が見られる。 
 
II. 根本 
 
 ある内容の型が存在し、それを習得する знати（知っている）、вміти（できる）、または
習得したものを再生する танцювати（踊る）、співати（歌う）、грати（弾く）、казати（語
る）、скакати（【蔑】踊る）の動詞が中心となる。  
(19) — Я  чув,  що  ви,   діду,  вмієте всяких казок? 
僕-主 聞いた 関係詞 あなた-主 お爺さん-呼 できる いろいろな 昔話-属？ 
お爺さんはいろいろな昔話をご存じだそうですが、本当ですか。 
 また、再生の開始を指す動詞（почати〔始める〕、ударити〔勢いよく始める〕）のみが用
いられる場合でも属格が現れる。 
(20) Дашкович   почав тихесенько «Гриця» […] 
ダシュコーヴィチ-名 始めた 静かに   「フレィーツィ」-名.属 
ダシュコーヴィチは小声で「フレィーツィ」を歌い始めた。 
分析の対象とした作品では、このグループの動詞も属格の方が多く用いられる。例えば、
最も使用の多い співати/заспівати/почати співати（歌を歌う／歌い始める）が属格と組み合
わさるのは 32 件、対格と組み合わさるのは 9 件である。属格になるのは、動作の実現自
体に焦点が置かれる場合と、能力が問われる場合である。前者では完了体動詞（例 21）、
後者では名詞が複数形をとり、未完了体動詞が用いられる（例 22）。 
(21) Вона […] вискочила у двір   і   заспівала веселої пісні. 
彼女-主    飛び出した  ～に 中庭-対 そして 歌いだした  楽しい 歌-属 
彼女は中庭へ飛び出して愉快な歌を歌いだした。 
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(22) — Чи не співаєте ви   часом  народних українських пісень? 
疑 否 歌っている あなた-主 ひょっとして 民衆の ウクライナの 歌-属 
お嬢様はウクライナの民謡を歌ったりなどしていませんか。 
一方、発動を表す почати＋співати、或いは動作の様態を表す要素があるときには対格に
なりやすいようである。 
(23) він розстебнув одежу, […] і почав співати пісню. 
彼-主  ボタンをはずした 服-対  そして 始めた 歌うこと 歌-対 
彼は衣服のボタンをはずして、歌を歌い始めた。 
(24) […] лилася пісня міщан, котрі збирались там на вулицю і співали пісні цілим хором […] 
      流れていた 歌-主 町人の 関係代名詞 集まっていた あそこ ～に 道路-対 そして 歌っていた 歌-対 全体の 合唱で 
外で集まって合唱する習慣があった町衆の歌が流れていた。 
 上記は傾向であり、全事例に適用できる明確な規則を見出すことはできなかった。また、
意味からすれば属格になるはずの事例でも目的語が動詞を先行する場合や目的語が外来
語である場合（заспівати романс）には対格になりやすいということが指摘できる。 
 
III. 部分 
 
部分属格は、動詞というより目的語の名詞の意味によって決まるが、動詞の語彙的な性
質も影響を与える。ネチューイ＝レヴィーツィケィイでは、部分属格と組み合わさる動詞
は 2 グループに分けられる。それは「対象の所有、移動、獲得、部分的な変化」と「十分
な量の準備、生産、発生」である。 
 
1. 対象の所有、移動、獲得、部分的な変化  
 
A. モノの所有および所有権の移動 
мати 所有する、дати/давати 与える、купити 買う、продати 売る 
B. モノの移動 
одвезти （乗り物で）運び届ける、привезти （乗り物で）運んでくる、принести （歩
いて）持ってくる、вислати 送る、винести 運び出す、 поставити 置く、подати 出
す、влити 流し込む、висипати （粉状のものを）撒くように出す、передати 渡す、
налити 注ぐ 
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C. モノの獲得 
добути/добувати 手に入れる、獲得する、дістати 手に入れる、вхопити 掴み取る、
витягти 取り出す 
D. モノの部分的な変化 
з’їсти 食べる、викушати 飲む、заварити （お茶を）入れる、рубати 切る、виробити 
作りあげる 
E. モノの部分的な分離や追加 
докласти 添える、прикупити （買い足して）蓄える、відсипати （粉状のものを）
撒くように分ける、одкраяти 切り取る、одкусити かじり取る 
 
部分属格と組み合わさる動詞は結果に焦点が置かれる完了体が多く、対となる未完了体
動詞が対格を支配するのと違いがある（дістати грошей ↔ діставати гроші）。しかし、部分
属格は未完了体動詞の文にも見られる。 
また、対人コミュニケーションにおいては、属格で表現された対象に対する働きかけは
より控えめに聞こえる。依頼者が特定せず相手の選択に任せる本の依頼（例 25）、酒を全
量ではなく任意の量だけ摂取することを提案する勧め（例 26）ではそういった控えめなニ
ュアンスが生じ、相手に押し付ける意味にならない。 
(25) — Привезіть же мені книжок якнайшвидше. 
  持ってくる-命  強  私-与 本-属.複  できるだけ早く 
できるだけ早く本をいくつか持ってきてくれませんか。 
(26) — Викушайте ж наливочки за здоров’я наших добрих сусід. 
  飲む-命     強  果実酒-属  ～ため 健康-対 我々の  よい   隣人-属 
我々の素晴らしいお隣さんの健康をお祈りして、果実酒をお飲みくださいまし。 
 
2. 十分な量の準備、生産、発生 
 
この動詞の形態論的な特徴は、на接頭辞の付加である。データでは対格と組み合わさる
事例が見られず、常に属格を支配する動詞に近い。しかし、対象物の量を限定した名詞（例
мішок〔袋〕、купа〔積み上げたものの山、大量〕、миска〔丼、鉢〕等）を入れれば、対格
の使用も可能である。ネチューイ＝レヴィーツィケィイの作品では、以下の動詞が出現し
ている。いずれも完了体である。 
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A. 十分な量のモノの生産、他の動作のための準備、重大なことの発生 
накраяти （ある量を）スライスする、начистити （ある量を）皮むきする、накришити 
（ある量を）刻む、насіяти （ある量を）ふるいにかける、наварити （ある量を）
煮て作る、напекти （ある量を）焼いて作る、накоїти （良くないことを）起こす、
наробити （ある量を）作る、（良くないことを）起こす、напрясти （ある量を）紡
ぐ、наплодити （ある数を）産む、наказати （ある量を）語る、наспівати （ある
量を）歌う 
B. 一箇所に十分な量のモノの収集 
нарвати （たくさんのモノを）摘む、набрати （たくさんのモノを）取る、集める、
навезти たくさんのモノを）運んでくる、нанести たくさんのモノを）持ってくる、
нагнати （家畜などのたくさんのモノを）追い集める、насправляти （たくさんの
モノを）作って／買って集める、накупити （たくさんのモノを）買って集める、
напросити （たくさんの人を）誘う、напхати （たくさんのモノを）中に押し込む、
накласти （たくさんのモノを）盛る、настачити （たくさんのモノを）提供する 
C. 少しずつ動作をするある量のモノの生産・収集 
понашивати 少しずつ動作をやってある量のモノを編む、понаписувати 少しずつ動
作をやってある量のモノを書く、назаписувати 少しずつ動作をやってある量のモ
ノを書き取る、понабирати 少しずつ動作をやってある量のモノを集める 
 
IV. -а/-я 格変化の不活動体男性名詞の属格 
 
はっきりした部分の意味は読み取れないが、他動詞に支配される不活動体男性名詞が属
格の-а/-я 語尾を取る事例が比較的多くみられる。延べ数は 96 件、異なり語数は 49 であ
る。属格と対格の語尾が一致する活動体男性名詞の影響で不活動体男性名詞の語尾が混同
している可能性はあるが、本稿では不活動体男性名詞の属格に何らかの意味的な特徴があ
るかどうか考えてみる。 
名詞を支配する他動詞は常に多様で、網羅的な分類は難しいが、ダイナミックな動作を
表すのに用いられることが多いと言える。その中でも、以下のケースに顕著である。 
 
A. モノの獲得 
вхопити 掴み取る、взяти 取る、витягти 取り出す 
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(27) […] він ухопив  макогона, кинувся  до комина та як трісне макогоном […] 
    彼-主 掴み取った すりこぎ-属、とびかかった ～へ  煙突  そして 突然 強く打つ すりこぎ-具 
彼はすりこぎを掴み取るや煙突へとびかかり、勢いよく打った。 
上記のように、属格で示される対象は次の動作の道具になる事例が多い。この場合、飛
躍的展開を予測させる属格はより生き生きした描写の手段として用いられていると考え
られる。 
B. モノの放棄・投擲 
кинути гарбуза 投げる 南瓜-属、покинути струга 放り出す 鉋-属 
C. モノへの物理的な影響（押さえ、引き、変形）・接触 
зачепити глечика ひっかける  壺 -属、підпирати воза 支える  荷車 -属、лизати 
макогона なめる すりこぎ-属、розрізати кавуна 切る 西瓜-属 
D. モノの発見 
надибати кавуна ふと発見する 西瓜-属、налапати віника 手探りで見つける 箒-属 
E. モノの創作 
робити воза 作る 荷車-属 
F. モノの取り付け・所持 
прив’язати дрючка 結び付ける 棒-属、носити кинджала 身に着ける 短剣-属 
G. モノの取り外し 
зняти бриля 脱ぐ 麦わら帽子-属 
H. モノの移動・受け渡し 
принести самовара 持ってくる サモワール-属、дати мішка 渡す 袋-属 
I. 完了体動詞の一回だけの動作 
сіпнути （一回強く）引っ張る、копирснути （一回）ほじる 
J. 物理的動作の発動 
потягти воза 引っ張り始める 荷車-属 
K. 身体部位をめぐる動作 
задерти носа 高くする 鼻-属 ‘鼻を高くする’、роззявити рота 広く開ける 口-属 
‘あぜんとする’、прикусити язика 嚙む 舌-属 ‘口をつぐむ’、настовбурчити чуба 立
てる 前髪-属 ‘前髪が立つ’、морщити лоба 皺を寄せる 額-属 ‘額に皺を寄せる’ 
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身体部位をめぐる動作の属格を対格にした場合と比較して考えてみると、対格の場合に
は動作は意志的なものとして捉えられているのに対して、属格の場合にはある程度主体の
意志と関係なく動作が起きるというニュアンスが生じる。例えば、висолопити язика（突
き出す 舌-属）は激しい運動などで舌が突き出ている様子を表しているが、висолопити 
язик（突き出す 舌-対）は意図的に舌を出すという意味を表している。 
総じて、属格の使用によってより感情的な描写が得られている。 
 
③ 対格を支配する動詞が否定される場合の格支配（否定属格） 
 
否定属格はバルト・スラヴ語派の言語全体の特徴であり、Pirnat（2015）によると現代の
ポーランド語、スロヴェニア語およびリトアニア語では義務的である。ウクライナ語にお
いては他動詞の対格、存在を表す動詞および無人称述語の主格が属格になるという否定属
格の現象について専門書には指摘があるが、その変化が義務かどうか、積極的に言及する
研究者は少ない。著者がウクライナ南部生まれの Синявський（1931）では、否定属格は義
務的ではないという見解が示されている。 
 本稿では、否定属格の使用実態の分析に当たり、肯定文で対格を支配する他動詞および
深層構造で対象が区別できる無人称述語の否定文を抽出し、名詞（代名詞）の格に注目し
た。『陰雲』より 422 件、『カイダーシュ一家』より 193 件、合計 615 件が分析の対象にな
った。ほとんどの場合、否定された直接目的語は属格を取るが、『陰雲』では 14 件、『カ
イダーシュ一家』では 4 件で対格が用いられており、その他、筆者には判断のつかない例
が 1 件あった。 
 以下に対格の事例を取り上げ、否定属格にならない要因を考察する。 
 
I. 対格を支配する他動詞が直接否定されない文 
 
否定属格にならないケースとしては最多で、10 件に現れている。統合論的に 2 種類の
構造を区別できる。すなわち、①合成述語＋直接目的語、②単純な述語＋他動詞句の目的
語である。前者の場合には 2 つの動詞からなる述語に（代）名詞の目的語がかかっており、
後者の場合には単独の動詞からなる述語に動詞と（代）名詞から構成される目的語がかか
っているという違いはあるが、形態的な構造（否定助詞＋動詞の活用形＋他動詞の不定詞
＋対格の（代）名詞）は一致している。活用する動詞は意味が薄くなり法動詞になったと
きには①で、自立語の性質が強ければ②と判断すべきである。線引きの難しい場合もある
ため、本稿では一つの項目にまとめているが、(33)、(34)、(35)の事例は①で、(28)、(32)の
事例は②に近い。 
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(28) — Я й не думаю натягать на себе шори  та наритники, бо  не поїду в лавру […] 
僕 強 否 思う  付けること ～に 自分-対 遮眼帯-対 と 鞦-対     なぜなら 否 行く ～に 大修道院-対 
僕、大修道院へは行かないから、遮眼帯も 鞦
しりがい
も自分（の馬）につけるつもりはな
いよ。 
上記の事例で не によって否定される範囲に関して言うと、それが話し手の「つもり」
であって「（馬具）をつける」対象の名詞まで及ぶかどうかは、曖昧であると考えられる。
属格にならない 10 件のうち думати（しようと思う、つもりである）と許可の意味で用い
られる можна（やってよい）は 2 件ずつで、зібратися（しようと決心する）、спромогтися
（何とか努力して良いことする）、сміти（〔何かする〕勇気が出る）、заважати（妨げになる）、
давати（させることにしている）、довестись（余儀なくされる）が 1 件ずつ、使用が確認
された。否定されるのは、活用する動詞の表す「許可」、「決心」、「努力」、「勇気」、「妨げ」
だと言える。一方、不定詞が表す動作・行為は、具体的なものではなく動作主の態度が向
かっている観念である。 
(29) От ніяким способом не зберусь полагодить своє житло. 
で いかなる  方法-具    否 決心する  直すこと    自分の 住まい-対 
住まいの修理になかなか踏み出せない。  
(30) — Чи не можна […] всі  ваші  слова записать на папері? 
疑 否 よい     すべての あなたの ことば-対 記すこと  ～に 紙-所 
そのおことばを紙に記していただいてもよろしいでしょうか。 
他方、対格の事例があった можна（やってよい、可能である）は 6 件、думати（しよう
と思う、つもりである）、довестись（余儀なくされる）、дати（させる）、насмілитися（〔思
い切って〕する）は、それぞれ 1 件ずつで否定属格の名詞と用いられている。 
(31) […] а матері не можна буде далі  в  своїй хаті й слова промовити. 
対比  母-与  否  可能   繋辞-未 以降 ～で 自分の 家-所 さえ 一言-属 口にすること 
これからお母さんは自分の家でなにも言ってはいけなくなるのね。 
 また、動作実現の時間的な状況を表す встигнути（間に合う）が 3 件、ある動作をする
ための移動を表す піти（〔～しに〕行く）、ходити（通う）、сідати（座る）がそれぞれ１件
ずつ否定属格になっている。 
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(32) — А вже зроду-звіку не піду  з  вами оглядать київських жител. 
もう   金輪際    否 行く ～と あなたたち 見ること  キエフの   住居-属 
もう金輪際あなたたちとキエフの住居は見に行かないよ。 
(33) Не встиг він скінчить своєї розмови, як раптом одчинились двері […] 
否 間に合う 彼-主 終わること 自分の 話-属  ちょうど いきなり 開いた ドア-主 
彼が自分の話が終わるか終わらないかのうちに、いきなりドアが開いた。 
 文法化が進んでいる法動詞 могти（可能である）、хотіти（したい、したがる）、зуміти（で
きる）の文（延べ 27 件）では、例外なく否定属格になる。 
(34) А тих брів вона  ніяк  не могла забуть ! 
この 眉-属 彼女-主 どうしても 否 できる 忘れること 
この眉（の持ち主）を彼女は忘れることができなかった。 
(35) Ольга  слухала  й  ледве розуміла,  але не хотіла того сказать […] 
オーリハ-名 聞いていた そして やっと 理解していた しかし 否 欲する これ-属 言うこと 
オーリハは聞いていてもほとんど理解できなかったが、それを認めたくなかった。 
他動詞が組み合わさる本動詞の意味から対格のケースを考えると、動作主の決心・つも
りを表す думати、зібратисяで対格が現れやすいと言える。また、動作の実現に至る内的・
外的状況を表す можна、давати、заважати、довестись、сміти で対格が見られる。場合に
よっては、完了体は属格、対となる未完了体は対格（насмілитися/сміти、дати/давати）と
いう違いが見られることから、具体的な動作ではなく、習慣として表すときにも対格が出
現すると言える。一方、能力や願望、目的となる動作のための移動、時間的状況を表す法
動詞、つまり、文法化の度合いが高い法動詞の場合には否定属格が例外なく保たれている。 
 
II. 動作の度合いが否定される文 
 
 否定助詞と動詞との間に動作の度合いを示す дуже（とても、あまり）が挿入される否
定文が 4 件確認され、いずれも対格になる。 
(36) Не дуже лишень потріпуйте село […] 
否 とても  ただ   悪口を言う-命   田舎-対 
ただ田舎の悪口はあまり言わないでほしい。 
この事例は、「田舎（の習慣）の悪口はほどほどにしましょう」という肯定的な解釈が
  
 
71 ザブランナ・オレスタ（イワーン・フランコー記念リヴィウ国立大学） 現代ウクライナ語における属格の対象的用法―イワーン・ネチューイ＝レヴィーツィケ…… 
できる。動作自体ではなく、その度合の高さが否定されることになるため、このようなケ
ースでは動詞が否定される類のものではないという考え方も妥当であろう。 
 
III. 2 つの動作が対比される複文 
 
1 つ目の節では動作主がするだろう（すべき）動作が示され、2 つ目の節では動作主が
しないだろう（すべきではない）動作が示される。 
(37) Певно, ви будете писать книжки, а не образи малювать, як батько ваш колись малював. 
たぶん お前ら-主 未  書くこと 本-対  対比 否 イコン-対  描くこと のように 父-主 お前らの かつて 描いていた
きっと、お前たちはかつてお前たちのお父さんが描いていたイコンを描くのではな
く、本を書くでしょう。 
 あることをするのではなく、違うことをするだろう（すべき）という対比の中で、動作
は具体的なものではなく観念として描かれ、対格が残っている。この構造は 2 件で見られ、
どちらの場合も動詞は未完了体動詞で、目的語が述語を先行する。 
 
IV. 目的語が主題化された不定人称文 
 
目的語が主題化された不定人称文の述語が否定されるのは 1 件しか見られなかったた
め、対格の出現に関係するのは目的語の主題化なのか動作主が不定であることなのか判断
し難いのだが、どちらの要素も影響していると解釈するのが妥当であろう。 
(38) Притвор великої Братської церкви не замикали літньої пори. 
拝廊-対    大きな  兄弟団の    教会-属  否 閉めた    夏の   期間-属 
兄弟団の大教会の拝廊は、夏期には閉められてはいなかった。 
 
V. 不定数量の数詞 
 
1 件だけ確認された。 
(39) Радюк   побіг  на Хрещатик, […] трохи не звалив  з  ніг  кілька  панів і дам […] 
ラデューク-名.主 走った ～に フレシュチャーティク-対 少し 否 倒した ～から 足-属  数人の-属？ 紳士-属 と 淑女-属 
ラデュークはフレシュチャーティク〔地名〕に急いで行って、〔…〕数人の紳士淑女
を危うく倒すところだった。 
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目的語となっている不定数量の数詞 кілька（いくつかの）は、現代語では活動体の名詞
と組み合わせられる場合には属格形も対格形も кількох である。しかし、上記の事例の
кілька はこの形になっておらず、декількаと同様に格変化しない副詞的な数詞と捉えられ
ている可能性がある。 
 
以上から、ネチューイ＝レヴィーツィケィイの作品では、目的語の名詞の種類（固有名
詞・一般名詞、単数・複数、具体名詞・抽象名詞）、または他動詞の意味と関係なく、否定
属格が保たれていると言える。対格の事例を分析したところ、他動詞が合成述語または動
詞句の目的語の要素としてもう一つの否定される動詞にかかり、そのもう一つの動詞の文
法化が進んでいない場合に対格が現れやすいことが分かった。また、動詞の示す動作が抽
象化されること（目的語の主題化、対比、未完了動詞、不定人称文）も対格の使用を惹き
起こす要因として考えられる。 
また、肯定文における属格の対象的用法には、①常に属格を支配する動詞と②属格も対
格も支配する動詞とを合わせて考えてみると、多くの類似点を見出だせる。大きな意味で、
目標、依拠、部分が①と②とに共通していることは明らかである。常に属格を支配する動
詞によって表現される行為・動作はより消極的で、属格も対格も支配する動詞によって表
現される行為・動作がより積極的である点も興味深い。ネチューイ＝レヴィーツィケィイ
の作品からは、積極的な動作を指し示す動詞の目的語の格が属格から対格へ移行し始めた
過程を推測できる。 
属格の持つすべての意味の背景には根本への意識があったはずだと思われるのだが、そ
の根本への依拠を表す属格が最も早い段階で崩れ始めたのではないかと推測する。 
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Objective Function of the Genitive Case in Modern Ukrainian 
(on the Basis of Ivan Nechui-Levytskyi’s Novels) 
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In Ukrainian language, the genitive case is mainly used to mark an object. In addition to 
verbs that usually take the genitive case, there are two more cases in which the genitive is used 
with verbs for marking objects: genitive of negation (an object is marked by the genitive in a 
phrase containing negation) and partitive genitive (a direct object marked by the genitive is 
considered a part of some bigger entity). Furthermore, in Ukrainian, one could also find cases 
with genitives such as писати листа (write a letter) without the notion of the partitive. 
This article analyzes the objective function of the genitive case in the language of Ivan 
Nechui-Levytskyi, a novelist of the second half of 19th century. The analysis was conducted on 
three groups — 1) verbs and predicative words with a semantic structure containing an idea of 
an object, which constantly govern nouns in the genitive case; 2) verbs that can govern the 
genitive as well as the accusative; and 3) negative sentences with transitive verbs. Special 
attention was paid to examining the varieties of genitive noun-verb relations and morphological 
structures of verbs with genitive nouns. 
With verbs that constantly govern the genitive, their nouns indicate objects of the subjects’ 
negative introversive feeling and separation, objects of seeking and waiting, objects of relaying, 
preserving, and subordination, and objects that are seen as a part of some bigger entity. In verbs 
that can govern the genitive as well as the accusative, the genitive is used to not only to mark 
an object as a part of a bigger entity (so called partitive genitive) but also mark an object of 
seeking (mostly with imperfective) and an object that is seen as a base of an action. It is also 
worth mentioning that with such verbs, Nechui-Levytskyi’s use of the genitive prevails over 
the use of the accusative. An analysis of the variety of relations between verbs and genitive 
nouns allows us to assume that a common purpose of the genitive case is to mark an object as 
a base. 
The collected data largely contain masculine inanimate genitive nouns that mark a direct 
object. The most remarkable use of such nouns is to show a dynamic action, particularly a 
preparatory one for the subsequent main actions. In addition, nouns pointing to body parts are 
used in the genitive, and in such cases, the action is not quite under the control of the subject. 
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In negative sentences, a genitive of negation is practically used without exceptions. The 
accusative is mostly used when an object is not a noun phrase but a verb phrase or when a 
notional action or a degree of action is negated. 
 
